




























































































































































1.1　CMCL: Corpus dei Manoscritti Copti Letterari23）（イタリア）
　デジタル・ヒューマニティーズの歴史はイタリア人のイエズス会士ロベル
ト・ブサ神父（Roberto Busa, S. J.）による Index Thomisticusに遡るとされる24）。
これは、『神学大全』で著名な、カトリック教会の中世哲学において最も重要
な哲学者、ドミニコ会士トマス・アクィナス（Thomas Aquinas, O. P.）の著作
のデジタル・コンコーダンス、および、機械で検索可能なテクスト・コーパス
であった。1949年、彼は IBMの創業者であるトーマス・J・ワトソン（Thomas 









アから始まったと言っても過言でない。そのプロジェクトである Corpus dei 










































おいて無料で Creative Commons Attribution-Non Commercial-Share Alike 4.0 










1.2　PAThs: Tracking Papyrus and Parchment Paths:  
　　 An Archaeological Atlas of Coptic Literature29）（イタリア）
　ティト・オルランディの CMCLを引き継ぐ形で、European Research Council
の助成金を元にサピエンツァ・ローマ大学の教授パオラ・ブツィ（Paola Buzi）
がプロジェクト・リーダーを務めているプロジェクトが PAThsである。これ








    図２　アトリペのシェヌーテ修道院で見つかったベーサの著作が 
　　　　　収められているMONB.BA写本。写本の写真が２枚掲載されている。
出所：https://atlas.paths-erc.eu/manuscripts/287、最終閲覧日2019年３月30日。











検索には、次項で述べる Trismegistos Number (TM Number) も用いることがで
きる。また、次項で述べる Trismegistosの Trismegistos Places、およびローマ帝
国を中心とする地理情報のデータベースである Pleiades31）とリンクされている。
























あると思われるのが Trismegistos Number (TM Number) である。これは、文献





































































































　Biblissimaの IIIF Collections̶Manuscripts & Rare Books56）では、Gallica、大

























































































データベースとリンクしている。パピルスの画像は CC BY-SA 4.0ライセンス
が付与されている70）。このアーカイブは CCライセンス、IIIF画像を有し、欧
州のパピルス文献関係の中でも最も先進的なアーカイブの一つである。また、
Europeana Collectionsでは、このハイデルベルク大学図書館の IIIF manifestを
利用しており、ハイデルベルク大学図書館のパピルス文献を外部閲覧でき
る71）。図６はハイデルベルク大学図書館の IIIF manifestを用いて、Europeana 



















































　Text Encoding Initiative (TEI)81）は人文学のために文献などの「テクスト」の
マークアップの基準を整えていくことを目的とした国際的な組織である。その
ファイル形式としては XMLが使用されている。XMLとは、eXtensive Markup 
Languageの略である。XMLは広範な用途で使われる。例えば、Microsoft 










ち Text Encoding Initiativeであり、TEIがさだめた XMLを便宜的に TEI XML














た全てのテクストの異同を表した Editio Critica Maiorも編集している87）。この
ECMに資するために使われているのが、写本の翻刻、ディプロマティック・
エディションの作成、TEI XML (Epidoc) や HTMLへの出力、写本の画像の
閲覧・調節、デジタル・エディションとしてのオンライン出版、異同の視覚
化などデジタルな校訂作業における様々なことができるウェブ・アプリケー








































3.3　The Canons of Apa Joannes the Archimandrite95） 
       （オーストリアおよびドイツ）






































　Coptic SCRIPTORIUM102）は、正式名称が Coptic Sahidic Corpus Research: 








Endowment for the Humanities）によって拠出されている。アメリカ合衆国のプ
ロジェクトと言えるが、プロジェクトが始まった2013年には、ゼルデスはベ
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ルリン・フンボルト大学の博士課程の学生であり、KOMeT “KOMeT: Corpus 




前述のアタナソヴァとベールマー、The Digital Edition of the Coptic Old 
Testamentプロジェクトなどによって、ドイツ、特にゲッティンゲンから
も Coptic SCRIPTORIUMにデータが追加されている。これは、一部には、



































































い引用を多数見つけている117）。この TRAVizの視覚化は HTMLと JavaScript
と CSSでなされているため、ウェブ上にそのまま載せることも容易である。













蔵文献ごとの TM Number、もしくは地理情報 Pleiades、もしくはコーデック












ライプチヒ大学を中心に著作ごとに IDを振り分けた Canonical Text Service 















（Sonderforschungsbereich 1136 Bildung und Religion in Kulturen des Mittelmeerraums und seiner 









































６） 古代ギリシア語：Ἀλέξανδρος Γ'. アレクサンドロス大王（古代ギリシア語：Ἀλέξανδρος 
ὁ Μέγας）と呼ばれる。生没年：紀元前356‒紀元前323年。
７） 古代ギリシア語：Πτολεμαίος Α' Σωτήρ. 生没年：紀元前367/366‒紀元前283/282年。
８） 古代ギリシア語：Κλεοπάτρα Ζ' Φιλοπάτωρ. 生没年：紀元前69‒紀元前30年。
９） この時期の歴史については、貝原［2015］を参照。
10） 第２代正統カリフ・ウマル（ʿUmar ibn al-KhaTTāb）の時代であり、将軍アムル・イブン・
アル＝アース（ʿAmr ibn al-ʿĀs）に率いられていた。
11） 宮川［2018a: 278‒279, 281］参照。
12） Satzinger ［1991］を参照。Satzinger ［1975］は Old Copticの文献の一つを扱っている。な
お、Old Copticと呼ばれているが、その文法から民衆文字エジプト語をギリシア文字で書
いたものと考えられている。そのため、Kammerzellは Old Copticを民衆文字エジプト語
に分類している ［Kammerzell 2000: 97］。宮川・吉野・永井［2019］は、この Old Copticが
言語ではなく、文字を主に指すものであると考え、「古コプト文字」と訳している。
13） 一部は、マニ教の普及とともに広がっていった。







Polotsky and Böhlig ［1940］と Böhlig ［1966］で、英訳が Gardner ［1995］である。近年公刊
計画が進んでいる、アイルランドのダブリンのチェスター・ビーティー図書館にある「ダ






18） パコミオスの著作のコプト語テクストの一部は Budge ［1913: 135‒177］の “The 
Instruction of Apa Pachomius the Archimandrite”を、英訳は Budge ［1913: 352‒382］をみよ。
また、ルイ＝テオフィル・ルフォール（Louis-Théophile Lefort）によってより多くのパコ
ミオスの著作のコプト語テクスト［Lefort 1956a］と仏訳［Lefort 1956b］が出されている。
19） コプト語テクストは von Lemm ［1903］、ドイツ語訳は Nagel ［1983］をみよ。また、英訳
は、MacCoull ［1997］や Alcock ［2013a, 2013b］がある。




22） Kasser ［1991］や Funk ［1988］などをみよ。
23） http://www.cmcl.it/、最終閲覧日2019年３月30日。
24） Busa ［1951］をみよ。また、Burdick et al. ［2012: 123］にはブサ神父に関する解説がある。






































40） イタリア語：Biblioteca Apostolica Vaticana. 直訳するとバチカン使徒図書館だが、バチカ
ン図書館の方が日本語では一般的なので、バチカン図書館を用いる。




























方言に関しては Kasser ［1994, 1982］などをみよ。
50） Miradorの他に IIIF対応ビューワーとしては、Universal Viewer（https://universalviewer.




























64） ドイツ語：Ägyptisches Museum und Papyrussammlung.









69） ドイツ語：Heidelberger Papyrussammlung ‒ digital. https://www.ub.uni-heidelberg.de/helios/
70
digi/hd_papyrus.html、最終閲覧日2019年３月31日。
70） クリエイティブ・コモンズのライセンスの種類に関しては南洋理工大学の Francis Bond











76） オランダ語：Rijksmuseum van Oudheden.
77） https://papyrusebers.de/、最終閲覧日2019年３月31日。












83） ゲッティンゲンのニーダーザクセン州立・大学図書館（Niedersächsische Staats- und 
Universitätsbibliothek Göttingen）では、欧州のデジタル・インフラストラクチャーの機関
である DARIAH-EUのプロジェクトとして、テオドール・フォンターネのノートの TEI 
XMLベースのデジタル・エディションを開発している（https://fontane-nb.dariah.eu/test/
index.html、最終閲覧日2019年３月31日）。
84） http://ntvmr.uni-muenster.de/de、最終閲覧日2019年３月31日。なお、Virtual Manuscript 
Roomに関しては、宮川（2018c）でも詳細に解説されている。
85） ドイツ語：Institut für Neutestamentliche Textforschung. 通称 INTF。
86） 現在の最新版は第28版である［Nestle et al. 2012］。
87） http://egora.uni-muenster.de/intf/projekte/ecm_en.shtml（最終閲覧日2019年３月31日）を
みよ。
88） 英語：Institute for Textual Scholarship and Electronic Editing.
89） ドイツ語：Kirchliche Hochschule Wuppertal/Bethel.
90） マルキオンの研究者として著名である。Schmid ［2012］を参照せよ。
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91） 英語：Digital Edition of the Coptic Old Testament. http://coptot.manuscriptroom.com、最終
閲覧日2019年３月31日。
92） Behlmer & Feder ［2017］参照。
93） 戸田［2016: 172‒179］を参照せよ。
94） 成果は叢書 “Biblia Coptica: Die koptische Bibeltexte”というシリーズでHarrassowitz Verlag
から出版されている［Schüssler 1995, 1996, 1998, 2000, 2003, 2004, 2006, 2007, 2009, 2010, 
2011, 2012, 2015］。
95） http://coptot.manuscriptroom.com/de/web/apa-johannes、最終閲覧日2019年３月31日。助
成金番号 FWF Project P22641-G19。
96） ドイツ語：Fonds zur Förderung der wissenschaftlichen Forschung. 英語：Austrian Science 
Fund.




99） 英語：The Duke Collaboratory for Classics Computing.
100） 英語：The Institute for the Study of the Ancient World.
101） The Duke Databank of Documentary Papyriのデータが基礎となっている。














112） この項のトピックである TRACERに関しては、宮川［2018d, 2018f］でも取り上げら
れている。
113） ドイツ語：Sonderforschungsbereich 1136 Bildung und Religion in Kulturen des Mittelmeerraums 
und seiner Umwelt von der Antike bis zum Mittelalter und zum Klassischen Islam. 英語：
Collaborative Research Centre 1136 “Education and Religion in Cultures of the Mediterranean and Its 
Environment from Ancient to Medieval Times and to the Classical Islam”.
114） ドイツ語：B 05 Schriftauslegung und Bildungstraditionen im koptischsprachigen ägyptischen 
Christentum der Spätantike: Schenute, Kanon 6. 英語：B 05 “Biblical Interpretation and Educa-
tional Traditions in the Coptic-speaking Egyptian Christianity of Late Antiquity: Shenoute, Canon 
72
6”.
115） Büchler et al. ［2014］．
116） Jänicke et al. ［2015］．
117） 例えば、シェヌーテ『第六カノン』のうちの３つの写本のテクストと旧約聖書『詩篇』
のコプト語訳における引用のうち、これまでに先行研究者達が発見できなかった新しい14
の引用が、TRACERによって発見された［Miyagawa et al. forthcoming 2020］。
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